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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月7日(2014.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他のプロジェクタとマルチプロジェクションを実行するプロジェクタであって、
　画像データを入力する入力手段と、
　前記画像データに対して歪み補正を行う補正手段と、
　前記補正手段による歪み補正の補正量に関するパラメータと、前記他のプロジェクタに
おける歪み補正の補正量に関するパラメータとに基づいて、付加画像を投射すべきプロジ
ェクタを決定する決定手段と、
　前記他のプロジェクタが前記付加画像を投射すべきプロジェクタとして前記決定手段に
より決定された場合、前記他のプロジェクタに対して前記付加画像の投射位置に関する情
報を出力する出力手段と
　を備えることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　前記付加画像のサイズ情報を取得する取得手段を更に備え、
　前記決定手段は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる空白
領域のうち、前記付加画像を包含する空白領域を前記付加画像のサイズ情報に基づいて特
定し、当該特定された空白領域に投射領域が対応するプロジェクタを、前記付加画像を投
射すべきプロジェクタとして決定する
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　ことを特徴とする請求項１に記載のプロジェクタ。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる複数
の空白領域が、前記付加画像を包含しないことを前記サイズ情報に基づいて判定した場合
、前記複数の空白領域のうち、前記付加画像との重複面積が最大となる空白領域を特定し
、当該特定された空白領域に投射領域が対応するプロジェクタを、前記付加画像を投射す
べきプロジェクタとして決定する
　ことを特徴とする請求項２に記載のプロジェクタ。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる複数
の空白領域が、前記付加画像を包含する空白領域であることを前記サイズ情報に基づいて
判定した場合、前記複数の空白領域のうち、前記歪み補正による変形量が最小となる空白
領域を特定し、当該特定された空白領域に投射領域が対応するプロジェクタを、前記付加
画像を投射すべきプロジェクタとして決定する
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載のプロジェクタ。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる複数
の空白領域が、前記付加画像を包含する空白領域であることを前記サイズ情報に基づいて
判定した場合、前記複数の空白領域に投射領域が対応する複数のプロジェクタのうち、他
のプロジェクタよりも高い優先度が設定されたプロジェクタを、前記付加画像を投射すべ
きプロジェクタとして決定する
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載のプロジェクタ。
【請求項６】
　前記付加画像に対応するグラフィクスデータを生成する生成手段を更に備え、
　前記出力手段は、前記付加画像を投射すべきプロジェクタに対して、前記生成手段が生
成したグラフィクスデータを出力する
　ことを特徴とする請求項１乃至５のうち、何れか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項７】
　前記付加画像を投射すべきプロジェクタ以外のプロジェクタが投射する投射領域のうち
、前記付加画像の投射領域に対応する投射領域を黒表示させるための描画制御信号を通知
する通知手段を更に備える
　ことを特徴とする請求項１乃至６のうち、何れか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項８】
　前記マルチプロジェクションは、複数のプロジェクタが投射する画像を重ね合わせるス
タック表示である
　ことを特徴とする請求項１乃至７のうち、何れか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項９】
　前記マルチプロジェクションは、複数のプロジェクタの投射領域の少なくとも一部をず
らすことで、一のプロジェクタの投射領域よりも大きな画像を投射するエッジブレンディ
ング表示であり、
　前記決定手段は、前記複数のプロジェクタのそれぞれの歪み補正による空白領域を連結
した連結空白領域を特定し、当該特定された複数の連結空白領域のうち、前記付加画像を
包含する連結空白領域を前記サイズ情報に基づいて特定し、前記特定された連結空白領域
に投射領域が対応する複数のプロジェクタを、前記付加画像を投射すべきプロジェクタと
して決定し、
　前記出力手段は、前記決定手段により決定された前記複数のプロジェクタに対して前記
付加画像の投射位置に関する情報を出力する
　ことを特徴とする請求項２乃至７のうち、何れか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項１０】
　他のプロジェクタとマルチプロジェクションを実行するプロジェクタの制御方法であっ
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て、
　画像データを入力する入力工程と、
　前記画像データに対して歪み補正を行う補正工程と、
　前記補正工程による歪み補正の補正量に関するパラメータと、前記他のプロジェクタに
おける歪み補正の補正量に関するパラメータとに基づいて、付加画像を投射すべきプロジ
ェクタを決定する決定工程と、
　前記他のプロジェクタが前記付加画像を投射すべきプロジェクタとして前記決定工程に
より決定された場合、前記他のプロジェクタに対して前記付加画像の投射位置に関する情
報を出力する出力工程と
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　前記付加画像のサイズ情報を取得する取得工程を備え、
　前記決定工程は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる空白
領域のうち、前記付加画像を包含する空白領域を前記付加画像のサイズ情報に基づいて特
定し、当該特定された空白領域に投射領域が対応するプロジェクタを、前記付加画像を投
射すべきプロジェクタとして決定する
　ことを特徴とする請求項１０に記載の制御方法。
【請求項１２】
　前記決定工程は、前記歪み補正により前記入力済み画像データが表示されなくなる複数
の空白領域が、前記付加画像を包含しないことを前記サイズ情報に基づいて判定した場合
、前記複数の空白領域のうち、前記付加画像との重複面積が最大となる空白領域を特定し
、当該特定された空白領域に投射領域が対応するプロジェクタを、前記付加画像を投射す
べきプロジェクタとして決定する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　他のプロジェクタとマルチプロジェクションを実行するプロジェクタであって、
　画像データを入力する入力手段と、
　前記画像データに対して歪み補正を行う補正手段と、
　前記補正手段による歪み補正の補正量に関するパラメータと、前記他のプロジェクタに
おける歪み補正の補正量に関するパラメータとに基づいて、付加画像を投射すべきプロジ
ェクタを決定する決定手段と、
　前記他のプロジェクタが前記付加画像を投射すべきプロジェクタとして前記決定手段に
より決定された場合、前記他のプロジェクタに対して前記付加画像の投射位置に関する情
報を出力する出力手段と
　を備える。
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